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4月1日にオープンした共同助産所「お産子の家」は少しずつ軌道に乗り始めています。毎月開催して
いる、太郎坊に登る会やハローベビー、ベビーマッサージ、お産塾、バランスボールレッスン、ヨガ教室、
整体ヨガ、マミーハウス等々の参加者も徐々に増えてきており、助産所が賑やかになってきています。有
り難いことです。お産の相談も舞い込むようになり、助産所第一号のお産は8月にあります。他にも自治体
と手を組み、産後ケアも始まりかけています。
動き出した共同助産所「お産子の家」を運営し、支える仲間を今回紹介しますね。

メンバー最年長で、最も穏やかで優しい方で
す。そして、助産師の大多数がおしゃべり好き、悪
く言うと出しゃばりなのですが、玉木さんは非常

に控えめで、助産師仲間では貴重な存在です。総合病院勤
務を経て、個人の産婦人科クリニックを勤め上げ、現在はそ
のクリニックで外来介助のパート勤務をしながら、助産所のス
タッフに参加。助産師の仕事を40年以上続けてこられただけ
あり、真のしっかりした、この助産所の縁の下の力持ち的存在

です。向学心も旺盛で、料理教室、編み物教室に
も通いながら、趣味の畑で土作り、 野菜作

りを楽しんだり、大分の県のご実家の
農作業を手伝いに定期的に行った
りと、見た目と違いアグレッシブな
んです。

自身の妊娠・出産・
子育てを経てから
助産師になった変 わり
種です。おっぱい に対す

る想いは半端ではなく、日本 母乳の
会の会員となり、その会で 学びな
がらおっぱい塾を立ち上げ たので
す。地元の安土で「あづちわ くわくお
っぱい塾」を始めてから、あっという間に県内7
カ所に広まり、長浜、彦根、近江八幡、東近江、
栗東、草津、甲賀で毎月開催されるようになり
ました。運営はお母さん達で、助産師はオブザ
ーバー、相談役として、おっぱいだけでなく子
育て相談にも応じながら、お母さん達をサポー
トしています。
細やかなところに手が届き、メンバーが気

づかないところに気配りができる存在です。
びわこおっぱい塾

https://biwakoopaijuku.blog70.fc2.com/

いつも素敵な文章を添えて
お産子のインスタグラム
“osanko2020”に写真をUP
しているのが彼女です。ちょ

っと考えさせられたり、なるほどと共感で
きたり、すごい驚きを呼び起こしてくれた
りと、助産師にしておくのはもったいない
執筆家なのです。それ以外にも、助産所
内の飾り付けも担当。何気ない絵や写真
のを雑誌からコピーし、額縁に入れ、さり
げなく壁に掛けるだけで部屋の雰囲気
を明るくさせたり、草花を素敵に活けては

季節感を部屋に持ち込んでくれた
りと、インテリアコーディネイターで
もあります。そして、昼間は見れな
い夜の顔、お酒が大好き、お産が近
づくと仕方なく休酒。飲める期間がこ
れ以上減るのはいやだ？そうです。

当助産所のブレーン。大学の教員として長年看護や助
産の教育・研究活動を経験後、当助産所のメンバーに。当
助産所を立ち上げのきっかけとなった休眠預金等活用法
に基づく助成金を獲得できたのは彼女の頑張りでした。
助産所のメンバーの傍ら、出産ケア政策会議（女性と助

産師の全国組織）

https://www.facebook.com/myjyosanshi/の会員として、
１人の女性の妊娠・出産・子育てを１人の助産師がずっと伴
走支援していく「LMC助産師制度」を広げる活動もしてい
ます。 妊娠中から専門家である助産師が寄り添うことは
、社会問題となっている産後うつや自死を減らし、予防する
事ができると信念を持って日々活動をしています。

毎月発行しているニュースレターを四苦八苦しながら作っている本
人です。昔から本を読むのはいやじゃなかったのに、文章を書くのは大
の苦手。そんな者が、書き続け、途中数年お休みしましたが、いつの間
にか１２６号まできています(苦しい～）。文系と言うよりは理系人間で、
思考回路が男っぽいのかもしれません。仲間は「外見は女だけど、中
身は男」とよく言います。最近は車の運転も男みたいと言わ
れ、自分自身どっち？と悩む時があります。３人子を産
み、女性しかなれない助産師をしてます。でも、趣味は
パッチワーク。大きなタペストリーは作れませんが、小物や鞄
を暇があればチクチク縫ってます。実は女らしいんです。

お姉さんの出産に立ち会い、心から感動して助
産師となり33年、命の誕生に関わり続けています。
健康教育＝性教育を年間120校、幼稚園から大学

まで出前教育を始めて24年、県内の学校関係者や保護者さん、
子ども達は知らない人がいないぐらいの超有名人です。活動の原
動力は、産む人の産む力と、赤ちゃんの生きるために産まれてくる
力、お産に関わる度にこのすさましいパワーを感じ、この生命力を
伝えたいと痛感するのが活動の原動力になっているようです。
竜王町在住。可愛い3人のお孫さんのもり

を竜王アグリパークでしていることが多々
あります。見かけたら声をかけて下さいね。

https.//www.osanko.com/
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助産所で妊産婦さんやお母さんをサポート
～コロナ禍での社会変化と問題～

コロナ禍で多くの社会変化・問題が起こっています。

新型コロナによって、人の動きの減少や製造業の低迷の効果で

温暖化ガスの排出量は急減しているそうです。また、感染対策に

よって、オンライン授業やリモートワークも進み、より効率的な

働き方ができるようになってきたりと、環境問題、教育格差、進

まない働き方改革など様々な社会問題が良い方向に向けて変革し

てきています。しかし、その一方では職を失い収入を絶たれた生

活困窮者の増加や、女性や子ども、障がい者等の社会的弱者への

救済はまだまだ進んでいないように思います。

ここ数年増加の傾向にある乳幼児虐待への対応

もその一つです。コロナ禍により親から一時引き

離さないと命の危険を伴うケースは急増している

そうです。しかし、それを受け入れる児童相談所

は常に満杯状態、職員は日々緊急対応に追われ、

一時保護された児童やその親に対する対応が十分できないまま、

２ヶ月の保護期間後親の元に戻ると再び虐待を受け再度一時保護

になるケースが後を絶たないそうです。児童を親や保護者の虐待

から守ることは出来ても、親子関係の修復まで手が回らないのが

現状で、２ヶ月後に親の元に返すことが出来ない児童も増えてい

ます。そのような中、大阪の NPO 法人「チャイルド・リソース
・センター」がカナダの取り組みを参考にしたプログラムを作り

支援を行っているそうで、児童相談所職員からは一定の評価を得

ているそうです。子どもは将来の国を支えてくれる

大切な存在。少子化の時代１人１人の子どもがすこ

やかに育つてほしいものです。

乳幼児虐待だけでなく、DV や引きこもり、不登
校、ホームレス等多くの問題があります。いずれもコロナ禍で増

加しており、社会のサポートが求められています。その社会がコ

ロナで低迷する時代にどこが手を差し伸べるべきなのでしょう

か。

妊産婦さんや産後のお母さん達もコロナ禍で孤立し、出産に迷

い、産後は孤独な子育てにうつ状態になる方が増えています。産

後ケアの必要性が高まり各自治体の保健センターが取り組でいま

す。うつ状態で子育て困難になった母親を受け入れ休めるように

という制度です。しかし、一時的に身体が休めて回復しても子育

ては続きます。児童相談所問題と何ら変わらない対応と言えない

でしょうか？根本的な問題がどこにあり、どのようなサポートが

必要なのか？母子問題はこの国の将来に関わる問題

です。ここをなおざりにしておくと、将来この国は

大きな負を抱えなくてはならなくなるように思うの

ですが。

お産＆子育てを支える会で立ち上げた「共同助産所お産子の家」

はそのような事を踏まえ、妊娠中から妊婦さんと助産師がマンツ

ーマンで関わり、出産・産後の子育て期まで支えることが重要と

考え活動しています。困っている、困るかもと思う

妊産婦さん、産後のお母さん、気軽に連絡下さい。

６人の助産師が支えます。

母乳で育てる 番外編(No.86より)

3人目で願い叶う！
先日、新生児訪問にお伺いした時

の事です。「３人目で初めて母乳だけ

で育てられています。」ととっても嬉しそう

にお話しされました。

そのお母さんは 1 人目を出産する
前から「日本母乳の会」の本を取り

寄せて、母乳で子どもを育てようと

勉強しておられたのです。しかし、母児同室

でなく児はベビー室、決められた授乳時間の

ある病院だったため、母乳の希望を伝え、母

児同室を願っても不思議な目で見られてでき

ず、結局児が上手く乳首を吸わず、混合から

人工乳の子育てになったのです。

２人目の時は母乳支援に熱心と言われる病

院で出産したのですが、低体重児で最初から

ミルクの必要性を言われ、その時も混合栄養

の子育てに終わりました。

３人目こそはと病院選択を慎重に挑み、母

乳育児があたりまえの病院で、母児同室も極

普通、母乳だけの意向をスタッフに伝えても

快く受け入れてもらえ、気持ちの上から楽に

母乳育児のスタートが切れて、今

に至っているとの事でした。

母乳育児がスムーズに行える条

件に病院の母乳に対する考え方や

指導内容が大きく影響したのです。助産所は

母乳が当たり前、90 ％以上の母乳確立が普
通です。人間は哺乳類、母乳はちゃんと出る

のですが・・・ね。 東 記

3日(土)10:00～七夕マルシェ（トツキトオカ主催）
土山町大野小同窓会館にて助産師の相談会開催

4日(日)7:00～太郎坊に登る会
5日(月)13:30～ヨガ教室
9日(金)10:00～オーガズミックバース上映会

11:00～助産師と語ろう12:00～試食会 参加費100円
守山市宇野家にて生活クラブ主催＊要申し込み：三宅まで

12日(月)10:30～ベビーマッサージ
16日(金)13:30～ハローベビー教室
17日(土)

10:30～オーガズミックバース上映会
13:30～お産塾

19日(月)10:30～キッズバランスボール
13:30～バランスボールレッスン

21日(水)10:30～産後整体ヨガ
13:00～産前整体ヨガ
28日(水)10:30～マミーハウス
青空美容室3000円 要申し

泡パック体験500円 込み

各地おっぱい塾はHPを参照
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